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志摩市創生総合戦略に記載した【具体的な施策】

令和元年度　実績報告

資料NO.１



施策№ 具体的な施策

1-1 中学生と高校生の地方創生参画推進事業 1 ～ 2

1-2 介護予防ボランティアでポイント事業 3 ～ 4

1-3 がんばる市民を応援する事業 5 ～ 6

1-4 地域とのつながりによる県立高校の魅力向上事業 7 ～ 8

1-5 二十歳からの健康貯蓄事業 9 ～ 10

1-6 心豊かな暮らしを育む人材育成事業 11 ～ 12

1-7 大学等との連携による人材育成推進事業 13 ～ 14

2-1 若い女性が暮らしやすい志摩づくり事業 15 ～ 16

2-2 移住しやすい志摩づくり事業 17 ～ 18

2-3 水産業の担い手受け入れ推進事業 19 ～ 20

2-4 ＩＪＵ（移住）ターン促進のための奨学金返済補助事業 21 ～ 22

2-5 若者の集いと出会いの支援事業 23 ～ 24

2-6 家主と移住者のためのリノベーションによる空き家活用等事業 25 ～ 26

2-7 若者世代の移住促進事業 27 ～ 28

2-8 農業の担い手受け入れ推進事業 29 ～ 30

3-1 志摩市ホームページの魅力向上事業 31 ～ 32

3-2 きらり志摩びと紹介事業 33 ～ 34

3-3 地域の資源を活用するためのプラットフォーム創出事業 35 ～ 36

3-4 農産物の生産実態把握事業 37 ～ 38

3-5 志摩市の食材を活かした食育推進事業 39 ～ 40

4-1 ふるさと応援寄附推進事業 41 ～ 44

4-2 生産物の販路拡大による農林水産業活性化事業 45 ～ 46

4-3 農業生産者の強化と育成事業 47 ～ 48

4-4 外国人観光客誘致推進事業 49 ～ 50

4-5 未活用資源を利用した漁業振興事業 51 ～ 52

4-6 中小企業者等支援事業 53 ～ 54

4-7 御食国食文化展開事業 55 ～ 56

5-1 志摩市を元気にする創業支援事業 57 ～ 58

5-2 鵜方駅周辺の賑わい復活事業 59 ～ 60

5-3 志摩市におけるガイド業の創出事業 61 ～ 62

5-4 高齢者と障がい者とその家族等のための観光サービス創出事業 63 ～ 64

5-5 ６次産業化推進事業 65 ～ 66

6-1 伊勢志摩国立公園の魅力向上事業 67 ～ 68

6-2 賢島の魅力発信力向上事業 69 ～ 70

6-3 地域の特色を生かしたスポーツのまちづくり事業 71 ～ 72

6-4 地域の魅力を見つけて生かす観光まちづくり事業 73 ～ 74

6-5 生活拠点づくり事業 75 ～ 76

6-6 これからの志摩市の地域交通検討事業 77 ～ 78

6-7 子どもの医療費がかからないまちづくり事業 79 ～ 80

6-8 市民や民間事業者による地域をおこすまちづくり支援事業 81 ～ 82

ページ№

志摩市創生総合戦略に記載した【具体的な施策】一覧



※含起債

0 0

R１

R1 0 0

0

ＫＰＩ算出根拠

市内中学校で実施した地方創生に関する説明会（授業）の回数
〔平成28年度〕１回　平成28年11月16日　磯部中学校２年生
〔平成29年度〕２回　平成29年10月４日　東海中学校３年生、平成29年12月18日　浜島中学校全校生徒
〔平成30年度〕２回　平成30年11月１日　大王中学校２年生、平成31年１月25日　志摩中学校２年生
〔令和元年度〕６回　令和元年６月21日　東海中学校２年生、10月16日　大王中学校２年生、12月12日　磯部中学校２年生、
　　　　　　　　　　令和２年１月23日　文岡中学校２年生、２月３日　志摩中学校２年生、２月17日　浜島中学校２年生

６校２校

0

0

H30 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0

H29 0 0 0 0 0 0

0 0 0H28 00

0

0

0

0

予算・決算 単位：千円

予算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他
年度

財源内訳
決算額

政策分野 ひとの育成

目的

志摩市在住の中学生及び高校生を対象に、志摩市の現状や地方創生の必要性を伝えるとともに、彼らの意向を把握し
て、地域に戻る、地域に誇りを持つ次世代の育成を推進する。

施策No. １－１ 事業名 中学生と高校生の地方創生参画 推進事業

担当課 総合政策課

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

〔平成28年度〕
　誇りを感じる：（148＋136）/358×100（％）≒79.3（％）、暮らしていたい：（59＋126）/358×100（％）≒51.7（％）
〔平成29年度〕三重県実施の高校生アンケート結果より算出
　誇りを感じる：（96＋199）/362×100（％）≒81.5（％）、暮らしていたい：（53＋37＋54＋33＋69）/362×100（％）≒68.0（％）
〔平成30年度〕三重県実施の高校生アンケート結果より算出
　誇りを感じる：（149＋172）/374×100（％）≒85.8（％）、暮らしていたい：（75＋48＋52＋38＋77）/374×100（％）≒77.5（％）
〔令和元年度〕三重県実施の高校生アンケート結果より算出
　誇りを感じる：（108＋165）/320×100（％）≒85.3（％）、暮らしていたい：（43＋36＋34＋42＋72）/320×100（％）≒70.9（％）

0

Ｈ２９ 0
ＫＰＩ

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ Ｈ３０

毎年１回以上 １校 ２校

H29実績値 H30実績値 R1実績値

0

H29実績値 H30実績値 R1実績値目標値 H28実績値

H30実績値 R1実績値

・地域に誇りを持つ生徒の割合と将
来は地域に暮らしていたいという生
徒の割合

誇りを感じる 75.3%
暮らしていたい

51.2%

誇りを感じる 80%以上
暮らしていたい

70%以上

誇りを感じる　79.3%
暮らしていたい　51.7%

誇りを感じる　81.5%
暮らしていたい　68.0%

誇りを感じる　85.8%
暮らしていたい　77.5%

誇りを感じる　85.3%
暮らしていたい　70.9%

（※注１）

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

・全ての中学校で地方創生に関
する説明会

現状値（H27）

-

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値
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（具体的に説明すること、また、事業の様子が確認できる写真を必ず貼付してください。）

【実施状況】
○市内の全中学校（６校）の中学生を対象とした地方創生に関する説明会（中学生未来づくり教室）の実施
市内の中学校において、２年生を対象に、地方創生や市の施策について説明会を開催した。
説明会と同時にアンケートを実施。
説明会の他、地域の方をゲストティーチャーに迎え、仕事や働くこと等について、パワーポイントを用いて説明を実施し
た。
令和元年度には、市内の全中学校で実施した。「ひとの育成」については、第2期でも基本目標として掲げており、地域を
担う人材の育成については、引き続き実施していく。

　・令和元年６月21日　東海中学校２年生　　・令和元年10月16日　大王中学校２年生
　・令和元年12月12日　磯部中学校２年生 　・令和２年１月23日　文岡中学校２年生
　・令和２年２月３日　志摩中学校２年生　　　・令和２年２月17日　浜島中学校２年生

　

○（※注１）高校生アンケートの調査結果について
平成28年度までは志摩市独自に高校生アンケートを実施していたが、各市町が個別にアンケートを実施することが高校
側の負担になっているとのことで、平成29年度より三重県地域連携部南部地域活性化局が実施する高校生アンケートの
調査結果を基に、「地域に誇りを持つ生徒の割合」及び「将来は地域に暮らしていたいという生徒の割合」を算出。
　なお、当該集計結果においては当初想定していた文言の質問が設けられていないため、「地域に誇りを持つ生徒」を
「住んでいる地域のことが好きな生徒」に、「将来は地域に暮らしていたいという生徒」を「将来は住んでいる地域に住み続
けたい生徒」に、それぞれ読み替えた。

三重県実施の高校生アンケート結果より算出　（※注１）
　（地域の事がとても好き＋どちらかと言えば地域のことが好き）÷合計アンケート数×100＝誇りを感じる生徒の割合
　（108＋165）÷320×100（％）＝85.3（％）
　（卒業後も地域に住み続けたい＋学生時代は都会に住みたいが就職時には戻って来たい＋若いうちは都会に住みた
いが、結婚や子育てを機に戻って来たい＋若いうちは都会に住みたいが30～50歳代には戻って来たい＋都会に住みた
いが定年退職後等いつかは戻って来たい）÷合計アンケート数×100＝暮らしていたい生徒の割合
　（43＋36+34+42+72）÷320×100（％）＝70.9（％）
　実績値については増加傾向にあり、平成30年度には目標値を達成した。

実績内容

【写真１】東海中学校の様子 【写真２】浜島中学校の様子

2



※含起債

H30実績値 R1実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

205

H29実績値 H30実績値 R1実績値目標値 H28実績値

H30実績値 R1実績値

・ボランティア活動に参加した年
間の通算人数

０人
年間3,000人以

上
－ 2,685人 3,026人 3,710人

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

・地域支援ボランティアとして活
動する人の数

現状値（H27）

０人

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

ボランティア登録者の活動期間は毎年１月から12月までとなっており、活動期間にかかる交付金の請求は原則
翌年１月以降に行うことから、登録者の延べ活動日数については活動期間終了後に把握することになる。
〔平成28年度〕　上記理由により実績なし
〔平成29年度〕　2,685人
〔平成30年度〕　3,026人
〔令和元年度〕　3,710人

0

Ｈ２９ 0
ＫＰＩ

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ Ｈ３０

毎年500人以
上

232人 263人

H29実績値 H30実績値 R1実績値

政策分野 ひとの育成

目的

世代を超えた交流や地域とのつながりがもてる活動を地域支援事業に加えることで、自ら介護予防をしながら健康寿命
を延ばす高齢者だけでなく、介護に関して広く関心をもつ市民を育成する。

施策No. １－２ 事業名 介護予防ボランティアで ポイント事業

担当課 介護・総合相談支援課

予算・決算 単位：千円

予算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他
年度

財源内訳
決算額

78

H29 544 501 406 235 216 176

163 150 121H28 105434

1,451

280

627

97

257 243

R１

R1 2,025 759

0

ＫＰＩ算出根拠

事業の実施にあたり、介護予防ボランティア（お達者サポーターなど）や地域ふれあいサロン運営者、病
院ボランティアなど既に活動している人数をもとにして目標値を設定。本事業については、平成28年度か
らボランティア登録者及び受入れ施設等の募集を行い、29年１月から活動に対するポイント付与を開始。
〔平成28年度〕　平成29年3月末のボランティア手帳（しまこさん手帳）の交付者は232名
〔平成29年度〕　平成30年3月末のボランティア手帳（しまこさん手帳）の交付者は263名
〔平成30年度〕　平成31年3月末のボランティア手帳（しまこさん手帳）の交付者は317名
〔令和元年度〕　令和元年3月末のボランティア手帳（しまこさん手帳）の交付者は339名

339人317人

185

0

H30 1,887 708 670 509 685

719 547 759 285 269

3



（具体的に説明すること、また、事業の様子が確認できる写真を必ず貼付してください。）

【実施状況】
介護予防ボランティアポイント事業
１．事業について
　　志摩市内における高齢者の支援活動を通じて、ご自身の健康増進と介護予防を図り、いきいきと暮らすことのできる
　　安心な地域社会づくりを推進することを目的としている。20歳以上の方であれば、誰でも参加できるが、ポイント
　　還元の対象となるのは、市内在住の65歳以上の方と介護予防に資する支援活動に関わる方に限る。

２．介護予防ボランティアポイント事業利用の流れ
　　①ボランティア登録
　　　まず、志摩市介護予防ボランティアポイント事業活動員登録申請書に必要事項を記入し、志摩市役所 介護・総合
　　　相談支援課へ提出、活動員の登録をする。
　　②オリエンテーション（事業説明会）の受講
　　　次に活動員として登録された方を対象としたオリエンテーション（事業説明及び活動にかかる諸注意等の説明）を
　　　開催。受講の際に、「活動ガイド」と「しまこさん手帳」を配付。
　　③活動保険への加入
　　　万一のケガや事故に備えて「ボランティア活動保険」に加入。保険の加入受付は、志摩市役所 介護・総合相談支
　　　援課にて行う。保険金の年間最低掛金は350円。
　　④活動先の紹介⇒実施
　　　志摩市役所より、希望に沿った活動先を紹介。⇒条件が合えば活動を行う。
　　　　※活動先にしまこさん手帳を提示し、活動終了後にポイントとなるスタンプを押印。
　　　　※30分程度の活動で１スタンプ、１日４スタンプが限度。
　　　　※しまこさん手帳を紛失した場合、それまでのポイントは無効。

３．ポイントの活用
　　　集めたスタンプはポイントとなり、転換交付金（志摩市商品券）として受け取ることができる。
　　　　※転換ポイントの年間上限は、100ポイントで5,000円。

４．令和元年度末の状況
　　　①介護予防ボランティアポイント事業活動員登録者数・・・339名（令和2年3月31日現在）
　　　②介護予防ボランティアポイント事業活動員受入施設・事業所登録数・・・85施設（令和2年3月31日現在）
　　　③協賛企業・店舗数・・・10箇所（令和2年3月31日現在）

５．事業の様子

実績内容

ボランティア活動者

75歳以上の後期高齢者の登録者も約100名お

り、自身の介護予防と健康寿命の延伸に役立

ててもらっています。

しまこさん手帳とスタンプ

継続的な地域とのつながりを確保し、高齢者

同士の助け合い活動の担い手、人材として

も期待ができます。

4



※含起債

－ 構築されていない 構築されていない 構築されていない

H30実績値 R1実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

0

H29実績値 H30実績値 R1実績値目標値 H28実績値

H30実績値 R1実績値

・奨励事業による指定資格の取得者
数

－
目標の80％

以上
－ 10％ 40％ 20%

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

・助成事業による年間の資格取
得者数

現状値（H27）

－

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

ＫＰＩ算出根拠

志摩市資格取得支援事業補助金交付要綱及び志摩市資格取得奨励金交付要綱に基づく資格取得者のネットワー
クの構築
〔平成28年度〕　要綱整備のため実績なし
〔平成29年度〕〔平成30年度〕〔令和元年度〕
　奨励金を交付した者に対して、申請書を受理した際に取得した資格を活用できる当市の事業への協力、ならび
に、情報提供することについて説明し了承を得ているが、ネットワークの構築には至っていない。

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

志摩市資格取得奨励金交付要綱に基づき資格を取得した者の人数

〔平成28年度〕　要綱整備のため実績なし
〔平成29年度〕　【目標数値10人】　１人／10人×100（％）＝10％
〔平成30年度〕　【目標数値 ５人】  ２人／ ５人×100（％）＝40％
〔令和元年度〕　【目標数値 ５人】  １人／ ５人×100（％）＝20％

0

Ｈ２９ 200
ＫＰＩ

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ Ｈ３０

50人以上 － ３人

H29実績値 H30実績値 R1実績値

・資格取得者のネットワーク 構築されていない 構築されている

政策分野 ひとの育成

目的

意欲的に技術や能力を高めようという市民を支援して、市民のパフォーマンスを向上させるとともに、そうした人材のネッ
トワークを構築する。

施策No. １－３ 事業名 がんばる市民を応援する事業

担当課 観光商工課

予算・決算 単位：千円

予算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他
年度

財源内訳
決算額

0

H29 0 750 0 0 200 0

0 0 0H28 00

750

0

200

0

0 147

R１

R1 500 0

120

ＫＰＩ算出根拠

志摩市資格取得支援事業補助金交付要綱に基づき資格を取得した者の人数

〔平成28年度〕　要綱整備のため実績なし
〔平成29年度〕　３人
〔平成30年度〕　３人
〔令和元年度〕　６人

６人３人

0

140

H30 500 0 500 0 147

500 0 124 0 124
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（具体的に説明すること、また、事業の様子が確認できる写真を必ず貼付してください。）

【支払実績】
①資格取得支援事業補助金　　６名
　・取得資格：介護福祉士　１名、介護職員実務者研修　５名

②資格取得奨励金　１名
　・取得資格：野菜ソムリエ　１名

【周知実績】
市ホームページ掲載ほか広報しまに募集の記事を掲載。
志摩市ふるさとハローワークにもチラシの配置と、当補助金の紹介をお願いした。

　・４月・・・志摩市ホームページへ事業紹介ページを掲載、志摩市ふるさとハローワークにて当事業のチラシを設置
　・５月・・・広報しま５月号で志摩市創生総合戦略の事業紹介内に掲載
　・６月・・・商工会６月会報の挟み込みチラシへ掲載

　3年度間事業を実施した結果、年々増加傾向ではあったものの、期待したほどまで伸びなかった。また、当事業と似通っ
た事業を実施しているハローワークや近隣市町にヒアリングしたところ、実績が少なく、全体的な効果が少ないと考えられ
る。よって、資格取得補助金を廃止し、資格取得奨励金を見直すことで、当事業を進めていく。

実績内容

6



※含起債

19者 12者 15者 50者

H30実績値 R1実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

0

H29実績値 H30実績値 R1実績値目標値 H28実績値

H30実績値 R1実績値

・両校の生徒が活躍する機会 － 年10回以上 ７回 11回 13回 4回

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

・地域と高校で魅力向上のため
の対策が検討されている

現状値（H27）

検討されていな
い

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

ＫＰＩ算出根拠

両校の生徒をインターンとして受け入れてくれる事業者数

〔平成28年度〕　19者（志摩高校　10者　 20人、水産高校　９者　98人）
〔平成29年度〕　12者（志摩高校　 ８者　 13人、水産高校　４者　９人）
〔平成30年度〕　15者（志摩高校　 ７者　 16人、水産高校　８者　76人）
〔令和元年度〕　50者（志摩高校　47者　105人、水産高校　３者　22人）

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

志摩高校・水産高校の生徒が日頃の活動状況等を紹介・披露する機会の提供回数
〔平成28年度〕　①6/12　②9/22　③11/3　④11/18　⑤12/18　⑥12/22　⑦2/19の計7回
〔平成29年度〕　①4/30　②5/25　③8/6　④8/24～26　⑤9/30　⑥10/22　⑦11/3　⑧12/10　⑨1/5～15　⑩1/21　⑪3/31
　　　　　　　　　　の計11回
〔平成30年度〕　①4/28　②6/2　③6/26　④7/8　⑤8/25　⑥9/28～9/29　⑦10/20　⑧11/18　⑨12/9
　　　　　　　　　　⑩12/22～12/27・1/12　⑪1/23～1/24　⑫2/10　⑬3/31の計13回
〔令和元年度〕　①4月～12月　②5/28　③10/20　④12/10の計4回

0

Ｈ２９ 0
ＫＰＩ

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ Ｈ３０

検討されている 検討されている 検討されている

H29実績値 H30実績値 R1実績値

・インターンとして生徒を受け入
れてくれる事業者の数

－ 延べ20者以上

政策分野 ひとの育成

目的

地域と市内の高校（志摩高校及び水産高校）のつながりを強化して、地域を知る機会と地域で活躍する機会を在校生に
提供するとともに、地域が高校について知る機会も創出することで、地域の高校の魅力を向上させ、卒業しても地域のた
めに何かをしたいと想ってくれる若者を育てる。

施策No. １－４ 事業名 地域とのつながりによる 県立高校の魅力向上事業

担当課 総合政策課

予算・決算 単位：千円

予算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他
年度

財源内訳
決算額

0

H29 0 343 0 0 317 0

0 0 0H28 00

343

0

317

0

0 209

R１

R1 0 0

0

ＫＰＩ算出根拠

県立高校の魅力向上に関する打ち合わせ

〔平成28年度〕　打ち合わせ実施回数　計５回
〔平成29年度〕　打ち合わせ実施回数　計７回
〔平成30年度〕　打ち合わせ実施回数　計３回
〔令和元年度〕　打ち合わせ実施回数　計１回

検討されている検討されている

0

0

H30 293 0 293 0 209

0 0 0 0 0
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（具体的に説明すること、また、事業の様子が確認できる写真を必ず貼付してください。）

【実施状況】
①４月～１２月　水産高校の生物部が市役所１階ロビーにて、志摩地域で生徒が採取した海洋生物を水槽で展示した。
②５月28日　水産高校の生徒が商品開発をした「カツオのスパイシー」「マグロのパテ」を定例記者会見にてお披露目を
し、試食を行った。
③10月20日　志摩高校が「ええじゃんかまつり」に出展を行った。
④12月10日  志摩高校と大阪夕陽丘学園短期大学をＩＣＴを活用した遠隔システムで繋ぎ、調理実習を行った。

また、１月15日には、本事業の関連として、志摩市商工会の主催により、地元企業を知ってもらい就職につなげるための
イベント「高校生と地元企業の交流会」が志摩高校及び水産高校それぞれの生徒を対象に行われた。
インターンとして生徒を受け入れる事業者数について、令和元年度に大きく数字を伸ばし、目標値を達成した。生徒がイ
ンターンシップを実施することにより、地元企業等への就業する機会の創出となった。
　

実績内容

水産高校商品開発記者発表

高校生と地元企業の交流会

志摩高校ＩＣＴを活用した調理実習

8



※含起債

0 2,472

R１

R1 1,993 0

1,600

ＫＰＩ算出根拠

アンケートに回答してくれた人のうち、「定期的に健康診査を受けようと思う」と回答した人の割合
〔平成28年度〕　174人/245人×100（％）≒71.0％
〔平成29年度〕　221人/250人×100（％）＝88.4％
〔平成30年度〕　222人/244人×100（％）≒91.0％
〔令和元年度〕　178人/208人×100（％）≒85.6％

85.6%91.0％

248

2,000

H30 2,731 0 2,483 248 2,720

1,785 208 1,966 0 1,758

254

H29 0 2,465 270 0 2,291 256

0 2,278 200H28 02,478

2,735

2,230

2,547

1,976

予算・決算 単位：千円

予算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他
年度

財源内訳
決算額

政策分野 ひとの育成

目的

健康に対する意識が比較的低い傾向にある20代と30代を対象に、集団健診の機会を提供することで、健康づくりの大切
さを認識し、自ら重症化を予防することを心がける健康的な生産年齢世代を育成する。

施策No. １－５ 事業名 二十歳からの健康貯蓄事業

担当課 健康推進課

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠
健診を受けられた市民のうち、再受診した人の割合
〔平成30年度〕　63人/248人×100（％）≒25.4％
〔令和元年度〕　69人/208人×100（％）≒33.2％

0

Ｈ２９ 2,150
ＫＰＩ

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ Ｈ３０

毎年50％以上 71.0％ 88.4％

H29実績値 H30実績値 R1実績値

208

H29実績値 H30実績値 R1実績値目標値 H28実績値

H30実績値 R1実績値

・健康診査の受診者に占める再
受診の割合

30％ 毎年45％以上 - - 25.4％ 33.2%

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

・定期的に健康診査を受けようと
思う人の割合

現状値（H27）

71.0％

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値 H30実績値 R1実績値
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（具体的に説明すること、また、事業の様子が確認できる写真を必ず貼付してください。）

【実施状況】
１．受診者について
○対象者数　 3,517人
○定員数　　　　270人
○受診者数　 　208人

２．実施内容
<事前準備>
○対象者把握
○個人通知ハガキ印刷
○通知発送
○健診委託契約
○健診受付申込

<当日>
○検診項目：問診および診察（医師）、血圧測定、身体計測（身長、体重、ＢＭＩ、腹囲）、尿検査（蛋白、糖、潜血、ウロビリ
ノーゲン）、血液検査（一般検査、肝機能、脂質、糖代謝、腎機能、尿酸代謝）
○健康に関する情報提供コーナー
健康チェックアドバイス（健康相談・保健指導）、食のコーナー（栄養相談、食事指導）、ストレスチェック、
リーフレット配布（運動、歯周病セルフチェック）、乳がんセルフチェック体験（模型展示）、
乳がん・子宮頸がん集団検診申込予約受付
○託児：１日のみ午後に託児ルームを併設し、母子保健推進員に協力依頼
<健診実施後>
○健診結果送付後：要精密検査者には、文書による受診勧奨を実施。

３．事業実施の様子

事業の目的「健康づくりの大切さを認識し、自ら重症化を予防することを心がける」効果があった。

実績内容

10



※含起債

H30実績値 R1実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

0

H29実績値 H30実績値 R1実績値目標値 H28実績値

H30実績値 R1実績値

・心豊かな暮らし方の実践に向
けた取り組みの数

- 延べ６件以上 - 延べ２件 延べ３件 延べ５件

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

・考案されたライフスタイルの数

現状値（H27）

－

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

ライフスタイル変革プロジェクトにおけるワークショップで考案されたライフスタイルを具体的に実践に向け取り組んだ数
〔平成28年度〕　実績なし
〔平成29年度〕　市民ワークショップにおいて取り組んだ数　２件　（木育ワークショップ、絵画展「Everyday "OMOSAMA" Art」）
〔平成30年度〕　市民ワークショップにおいて取り組んだ数　１件　（「Everyday "OMOSAMA" Art」井２ ＢＵＳ停アート）
〔令和元年度〕　市民ワークショップにおいて取り組んだ数　２件　（神社応援（ジンジャエール）祭、東海工業専門学校連携プロ
ジェクト）

0

Ｈ２９ 0
ＫＰＩ

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ Ｈ３０

延べ200以上 延べ60 延べ76

H29実績値 H30実績値 R1実績値

政策分野 ひとの育成

目的

志摩の自然や風土に根差した志摩ならではの心豊かな暮らし方を考案し、それらを実現させるとともに、もって持続可能
な社会の構築に寄与することを目的とする。

施策No. １－６ 事業名 心豊かな暮らしを育む人材育成事業

担当課 総合政策課

予算・決算 単位：千円

予算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他
年度

財源内訳
決算額

0

H29 0 0 0 0 0 0

0 0 0H28 00

0

0

0

0

0 0

R１

R1 0 0

0

ＫＰＩ算出根拠

〔平成28年度〕　職員ワークショップにおいて考案されたライフスタイル数　60個
〔平成29年度〕　職員ワークショップにおいて考案されたライフスタイル数　16個
〔平成30年度〕　実績なし
〔令和元年度〕　実績なし
　平成30年度、令和元年度は、ライフスタイル変革プロジェクトにおけるワークショップにおいて、前年度までに考
案されたライフスタイルの実現に向けた取り組みを実施したため、新たに考案されたライフスタイルはなかった。

延べ76延べ76

0

0

H30 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
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（具体的に説明すること、また、事業の様子が確認できる写真を必ず貼付してください。）

【実施状況】
波切地区の有志等による市民ワークショップが活動している。

市民ワークショップでは、 住民が主体となり、 地域を元気にする賑わいまちづくりに 向け取り組みを進めている。
令和元年度は、地域課題の解決に向けた取り組みとして、 名古屋市にある建築系の専門学校である 「東海工業専門学
校 金山校 」との連携プロジェクトと して 、街中の商店等に設置するベンチ製作、ごみ集積所のアート化、空き家のリノ
ベーション等の取り組みを行った。
〇取り組み概要
令和元年８月２日（金）～９日（金）の一週間
内容 東海工業専門学校金山校 大工技術科の学生１５人程度） と連携・協力し 、 波切地区をフィールドとした下記の取
り組み
プロジェクトテーマ 「“重ねる” 令和の天才の形」
・街中の商店等に設置するベンチ 製作
・ごみ集積所の製作（アート化）
・空き家のリノベーション など

また、波切地区の「大王崎まちづくり協議会」と連携し、１１月２日の灯台記念日のイベントに合わせ、大王埼灯台隣の崎
山エリアにある波切神社を舞台に、下記のとおり地域活性化イベントに取り組んだ。
〇取り組み概要
と　き　令和元年１１月２日（土）１１時～１５時　ところ　志摩市大王町波切　波切神社
趣　旨　地域の人口減少や若者世代の神社離れによる「波切神社の存亡の危機」に立ち上がった地元の若者たちが、あ
らためて地域の人に波切神社に目を向けてもらい、神社存続の道をみんなで考えるきっかけにしたいという想いで、「神
社応援祭（ジンジャエールまつり）」と題した地域活性化イベントを開催。
内　容　○ジンジャーエール祈祷　○書道ライブパフォーマンス　○各種体験・ワークショップ　○飲食販売ブース　等

上記のとおり、市民メンバーにより自主的な取組みが着実に進められており、令和元年度も複数の取り組みが実施され
た。今後は、本事業が横展開し、若者による自主的な取り組みが行われるよう取り組みを行っていく。

実績内容

－神社応援祭チラシ－－天満の丘ウッドデッキ－

－ごみ集積所のアート化－
－八幡さん公園ベンチ－
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※含起債

0 0

R１

R1 0 0

0

ＫＰＩ算出根拠

学びの場としての活用に向けた環境整備を計画しているため、ＫＰＩについては整備後に把握することと
なる。30年度については、整備後の活用につなげるため、三重大学、立命館大学、辻調理師専門学校等と
の連携を強化するための取り組みを行った。
〔令和元年度〕
　実績なし

-－

0

0

H30 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

-

H29 - - - - - -

- - -H28 --

-

-

-

-

予算・決算 単位：千円

予算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他
年度

財源内訳
決算額

政策分野 ひとの育成

目的

志摩市と連携協力協定を締結している大学等と連携し、学びの場として志摩市を活用していただくための環境整備に取り組み、市民と
の交流をはじめ、大学間や異業種間の連携を進めることで交流人口の拡大を図る。そのなかから導き出される地域課題の解決や地
場産業の推進等に繋げていくための取り組みに関する支援を行い、志摩市に貢献できる人材を育成することを目的とする。

施策No. １－７ 事業名 大学等との連携による人材育成推進事業

担当課 総合政策課

ＫＰＩ算出根拠

学びの場としての活用に向けた環境整備を計画しているため、ＫＰＩについては整備後に把握することとなる。元年
度については、整備後の活用につなげるため、三重大学、立命館大学、辻調理師専門学校等との連携を強化する
ための取り組みを行った。
〔令和元年度〕
　実績なし

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

学びの場としての活用に向けた環境整備を計画しているため、ＫＰＩについては整備後に把握することとなる。元年度について
は、整備後の活用につなげるため、三重大学、立命館大学、辻調理師専門学校等との連携を強化するための取り組みを行っ
た。
〔令和元年度〕
　実績なし

-

Ｈ２９ -
ＫＰＩ

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ Ｈ３０

年間20人以上

H29実績値 H30実績値 R1実績値

・学生と市民等が協働して導き出し
た地域課題解決に向けた提案件数

－ 年間１件以上

0

H29実績値 H30実績値 R1実績値目標値 H28実績値

H30実績値 R1実績値

・学生と市民等による「志摩のまちづ
くり交流会（仮称）」の開催回数

－ 年間２回以上 － -

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

・学びの場として志摩市を活用し
た大学生等の人数

現状値（H27）

－

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

－ -

H30実績値 R1実績値
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（具体的に説明すること、また、事業の様子が確認できる写真を必ず貼付してください。）

学びの場としての活用に向けた環境整備を計画しており、整備後の活用につなげるため下記の取り組みを行った。

○学校法人大阪夕陽丘学園との包括連携協定を締結
平成31年4月19日に学校法人大阪夕陽丘学園と包括連携協定を締結した。締結式を開催し、その後東田学長より「コー
オプ教育」に関する記念講演会を行った。

○三重県立志摩高等学校での遠隔システムを利用した調理実習の実施（大阪夕陽丘学園）
大阪夕陽丘学園短期大学と県立志摩高校をICTシステムを活用してつなぎ、調理実習を行った。短期大学のもつ専門性
を高校生に伝えるとともに、遠隔システムの今後の活用に向けての取組を行った。

○英虞湾におけるアコヤガイ大量斃死の原因究明についての調査研究（三重大学）
令和元年夏に英虞湾おいてアコヤガイ大量斃死が発生したことから、三重大学と連携し、原因究明のための共同研究を
行った。
その他、みえの真珠養殖再生支援協議会や若狭大月真珠㈱等と連携した。

○志摩市浜島町における地域経済と住民生活における調査研究（立命館大学）
浜島町において店舗の営業状況の調査を行い、地域づくりに関する課題を抽出した。その後、浜島町まちづくり委員会と
スポーツツーリズムや健康、食をキーワードに地域課題の解決に向けた議論を行った。

○三重大学伊勢志摩サテライトへの参画
昨年度に引き続き、三重大学主催の伊勢志摩サテライトへ参画し、令和2年1月10日には志摩市で交流会を行った。

第1期においては、上記のとおり主として環境整備の取り組みを行った。今後は、大学等との連携強化に引き続き取り組
み、学びの場としての活用へつなげていく。

実績内容

大阪夕陽丘学園との包括連携協定締結 大阪夕陽丘学園 志摩高校 調理実習

三重大学伊勢志摩サテライト
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※含起債

H30実績値 R1実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

0

H29実績値 H30実績値 R1実績値目標値 H28実績値

H30実績値 R1実績値

・改良または設計された施策の
件数

- 延べ８件以上 - - 延べ１件 延べ１件

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

・検討結果の普及啓発を行った
回数

現状値（H27）

－

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

ワークショップにおいて検討し、提言された内容に基づき、若い女性が暮らしやすいように改良または設計された
施策の件数

〔平成30年度〕　１件（ファミサポチラシ作成）
　28年度・29年度、令和元年度は実績なし

0

Ｈ２９ 0
ＫＰＩ

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ Ｈ３０

延べ４回以上 － －

H29実績値 H30実績値 R1実績値

政策分野 ひとの確保

目的

若い女性にとって住みやすい、働きやすい地域にするための施策を女性と共に検討し、検討結果を市の施策に反映させ
ることを通じて、若い女性が暮らしやすいまちづくりを推進する。

施策No. ２－１ 事業名 若い女性が暮らしやすい志摩づくり事業

担当課 総合政策課

予算・決算 単位：千円

予算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他
年度

財源内訳
決算額

0

H29 0 0 0 0 0 0

0 100 0H28 0100

0

45

0

45

0 25

R１

R1 0 0

0

ＫＰＩ算出根拠

ワークショップにおいて検討し、提言された内容に基づき、普及啓発活動を行った回数

〔平成30年度〕　４件（広報しま掲載、アンケート結果等をHP掲載、ケーブルテレビ、講演会（ワーク
ショップ紹介））
　28年度・29年度、令和元年度は実績なし

延べ４回延べ４回

0

0

H30 82 0 82 0 25

0 0 0 0 0
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（具体的に説明すること、また、事業の様子が確認できる写真を必ず貼付してください。）

平成28年度に作成した提言書をもとに、志摩市で働く若い女性の暮らしやすさを向上させるためには何が必要か、平成
28年度から平成30年度にかけてワークショップ（ＷＳ）を開催した。
平成30年度には、マザーズライフサポーターの理事長を招き、講演会を実施した。講演会の前座では、ワークショップの
取り組みを紹介した。また、子育て支援につなげるためのチラシ（ファミリーサポートセンター）のデザインを新たに作成し
た。
令和元年度においては、提言書やワークショップの内容を踏まえ、市の施策に反映させるべく検討を行った。

実績内容

ワークショップ

ファミサポチラシ
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※含起債

H30実績値 R1実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

0

H29実績値 H30実績値 R1実績値目標値 H28実績値

H30実績値 R1実績値

・支援体制に協力してくれる移住
者の数

-
H31に50人以

上
６人 ７人 １８人 １９人

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

・情報提供や支援体制に対する
移住希望者の満足度

現状値（H27）

－

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

移住しやすい志摩づくりのワークショップへの参加人数
〔平成28年度〕　ワークショップ参加者　６人
〔平成29年度〕　ワークショップ参加者　７人
30年度に構築したメールによる支援体制に協力していただける移住支援者の人数
〔平成30年度〕　移住支援者の人数　18人
〔令和元年度〕　移住支援者の人数　19人

0

Ｈ２９ 300
ＫＰＩ

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ Ｈ３０

H31に70％以
上

－ －

H29実績値 H30実績値 R1実績値

政策分野 ひとの確保

目的

志摩市に移住した人たちと共に志摩市の移住しやすさや移住に伴う苦労についてとりまとめて、その結果を市の施策に
反映させて移住しやすいまちづくりを推進するとともに、多様な移住者のつながりを築く。

施策No. ２－２ 事業名 移住しやすい志摩づくり事業

担当課 総合政策課

予算・決算 単位：千円

予算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他
年度

財源内訳
決算額

0

H29 0 912 0 0 622 0

0 141 0H28 0141

912

137

622

137

0 1,125

R１

R1 872 0

520

ＫＰＩ算出根拠

移住希望者からの聞き取り等による満足度を把握

〔平成30年度〕
　30年度にメールによる支援体制を構築して11月から運用したところ2件の問い合わせがあったが、満足
度の把握まで至らなかった。
〔令和元年度〕
　8件の問い合わせがあり、3件について、満足度に関する回答を得た。

38%－

0

600

H30 1,172 0 1,172 0 1,125

872 0 521 0 521
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（具体的に説明すること、また、事業の様子が確認できる写真を必ず貼付してください。）

【実施状況】
移住希望者の支援者の募集を行い、３月末時点で19名の登録があった。
インターネットによる支援体制は平成３０年11月から運用を開始し、平成30年度に2件、令和元年度に8件の問い合わせ
があった。

　現在のところ、市への問い合わせが多く、支援者へ問い合わせする案件はないものの、同サイト内の19人の支援者の
移住体験を元にまとめた「よくある質問に対する支援者の体験談」に一定の閲覧がある。志摩市への移住希望者へは、
「よくある質問に対する支援者の体験談」の閲覧を通じてある程度情報提供ができているものと考えられるが、今後、この
制度の周知等について、検討し、移住希望者への情報提供や支援を行っていく。

実績内容
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※含起債

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値

ＫＰＩ算出根拠

H29実績値 H30実績値 R1実績値

延べ３集落 延べ３集落 延べ３集落

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

・若者を受け入れる条件が整理
された漁業集落の数

現状値（H27）

２集落

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

ＫＰＩ算出根拠

市内において、受け入れた漁業集落を把握
〔平成28年度〕　２集落（畔志賀漁師塾：「甲賀地区」「志島地区」の２集落）
〔平成29年度〕　３集落（畔志賀漁師塾：「甲賀地区」「志島地区」の２集落、担い手受入れ推進事業：「的矢地区」の１集落）
〔平成30年度〕　３集落（畔志賀漁師塾：「甲賀地区」「志島地区」の２集落、担い手受入れ推進事業：「的矢地区」の１集落）
〔令和元年度〕　３集落（畔志賀漁師塾：「甲賀地区」「志島地区」の２集落、担い手受入れ推進事業：「的矢地区」の１集落）

0

Ｈ２９ 0
ＫＰＩ

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ Ｈ３０

延べ５集落以
上

延べ２集落 延べ３集落

H29実績値

R１

H30実績値 R1実績値目標値 H28実績値

H30実績値 R1実績値

・若者を受け入れた漁業集落の
数

２集落
延べ４集落以

上
延べ２集落

政策分野 ひとの確保

目的

志摩市内にある漁業集落に若者を受け入れる雰囲気を醸成するとともに、新たに漁業に従事しようとする若者を支援し
て、各地域における漁業者を増やす。

施策No. ２－３ 事業名 水産業の担い手受け入れ推進 事業

担当課 水産課

予算・決算 単位：千円

予算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他
年度

財源内訳
決算額

0

H29 0 2,957 0 0 1,930 0

0 0 0H28 00

2,957

0

1,930

0

R1 5,084 0

4,960

ＫＰＩ算出根拠

市内において、条件が整理されている漁業集落を把握
〔平成28年度〕２集落（畔志賀漁師塾：「甲賀地区」「志島地区」の２集落）
〔平成29年度〕３集落（畔志賀漁師塾：「甲賀地区」「志島地区」の２集落、担い手受入れ推進事業：「的矢地区」
の１集落）
〔平成30年度〕３集落（畔志賀漁師塾：「甲賀地区」「志島地区」の２集落、担い手受入れ推進事業：「的矢地区」
の１集落）
〔令和元年度〕３集落（畔志賀漁師塾：「甲賀地区」「志島地区」の２集落、担い手受入れ推進事業：「的矢地区」
の１集落）

延べ３集落延べ３集落

0

4,000

H30 5,516 0 5,516 0 4,912

5,084 0 4,972 0 4,972 0

0 4,912
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令和元年度末時点の塾生数　　20名

令和元年度末時点の新規就業者数　２名

志摩市の重要な観光資源である水産物供給の担い手を育成することができました。

実績内容

（具体的に説明すること、また、事業の様子が確認できる写真を必ず貼付してください。）

【実施状況】
畔志賀漁師塾　　甲賀地区　志島地区
　伝統ある漁村を守る人材を育成し、未来
に継承していくため県内外から漁師や海女
を目指す若者を受け入れ、独立に向け各
地区の先輩漁師が支援、指導を行ってい
ます。

【実施状況】
水産業の担い手受入れ推進事業　　的矢
地区
　的矢地区では、新規のカキ養殖業者の
担い手を育むため、新規就業者を受け入
れ、技術習得に向け研修を行っています。
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※含起債

0 2,440

R１

R1 4,023 0

0

ＫＰＩ算出根拠

志摩市奨学金返済支援補助金交付要綱に基づき、支援制度を利用した人数

〔平成28年度〕　要綱整備のため実績なし
〔平成29年度〕　13人
〔平成30年度〕　22人
〔令和元年度〕　40人

延べ75人延べ35人

0

0

H30 2,440 0 2,440 0 2,440

4,023 0 3,971 0 3,971

0

H29 0 25,531 0 0 25,531 0

0 0 0H28 00

25,531

0

25,531

0

予算・決算 単位：千円

予算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他
年度

財源内訳
決算額

政策分野 ひとの確保

目的

奨学金を受けて大学等に進学し、卒業した若者の奨学金返済額の一部を補助することで、志摩市への若者の移住、定住
を促進する。

施策No. ２－４ 事業名 IJU（移住）ターン促進のための 奨学金返済補助事業

担当課 総合政策課

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

0

Ｈ２９ 24,000
ＫＰＩ

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ Ｈ３０

延べ100人以
上

－ 延べ13人

H29実績値 H30実績値 R1実績値

0

H29実績値 H30実績値 R1実績値目標値 H28実績値

H30実績値 R1実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

・制度を利用した人の数

現状値（H27）

－

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値 H30実績値 R1実績値
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（具体的に説明すること、また、事業の様子が確認できる写真を必ず貼付してください。）

【実施状況】
　令和元年度については、広報しま５月号や市ホームページで募集し、４０名が制度を利用した。
【制度概要】
　(1)卒業後、志摩に住む若者を応援する制度
　(2)奨学金の貸与を受けて大学等を卒業した市内に在住している方に対し、一定の条件を満たす場合、
　　奨学金の返済を補助
【対象者等】
　(1)対象奨学金　：　日本学生支援機構　地方公共団体
　(2)補助対象者　：　①30歳以下であること
　　　　　　　　　　　　　②前年４月１日から引き続き住民登録があること　など、一定の条件を満たしている方に限る。
【補助額】
　申請する年度の前年度に返済した額の２分の１以内、上限が20万円
　※前年度までに補助金の交付を受けている場合は、通算の交付上限額を60万円

【制度説明図】

目標値は達成しなかったものの、年々利用者は増加しており、一定の成果はあったと思われる。
今後は、利用者へアンケート調査を行い、施策の効果検証を行うとともに、制度のブラッシュアップ及び他の施策へとつな
げていく。

実績内容

日本学生支援

機構など
志摩市奨学金

返済支援基金

貸与

制度周知

返済

中・高校生と

その保護者

大学生等

積立・繰入

補助金申請

補助金交付

日本学生支援

機構など
志摩市奨学金

返済支援基金

貸与

制度周知

返済

中・高校生と

その保護者

大学生等

就職・起業等

積立・繰入

補助金申請

補助金交付
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※含起債

0 890

R１

R1 1,200 0

870

ＫＰＩ算出根拠

志摩市若者の集いと出会い支援事業補助金交付要綱に基づき、支援を行った事業において集った若者の数

〔平成28年度〕　374人
〔平成29年度〕　432人
〔平成30年度〕　2,033人
〔令和元年度〕　2,050人

2,050人2,033人

0

800

H30 1,200 0 1,200 0 890

1,200 0 873 0 873

0

H29 0 1,000 0 0 870 0

0 700 0H28 0700

1,000

700

870

700

予算・決算 単位：千円

予算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他
年度

財源内訳
決算額

政策分野 ひとの確保

目的

志摩市に若者が集まるイベントを支援することで、若者の出会いや地域の魅力を若者が再発見する機会の創出を促す。

施策No. ２－５ 事業名 若者の集いと出会いの支援事業

担当課 総合政策課

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

500

Ｈ２９ 600
ＫＰＩ

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ Ｈ３０

毎年200人以
上

374人 432人

H29実績値 H30実績値 R1実績値

0

H29実績値 H30実績値 R1実績値目標値 H28実績値

H30実績値 R1実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

・支援したイベント等で集った若
者の数

現状値（H27）

－

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値 H30実績値 R1実績値
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（具体的に説明すること、また、事業の様子が確認できる写真を必ず貼付してください。）

【実施状況】
　令和元年５月に募集を行い、下記の５事業を受け付け、すべて支援対象事業として決定した。
　
　　①第３回いそべ夏まつり（8/3　1,250人　木場公園）　200,000円
　　②浜島の夜店（8/24　500人　浜島海浜公園）　200,000円
　　③第１回おしごとできるもんジョブタウン（11/3　150人　志摩市商工会館）　189,000円
　　④TOKOWAKA Biker’s MTG（11/16-17　125人　ともやま公園芝生広場）　172,000円
　　⑤志摩市三十路式2020（2/2　25人　ホテル&リゾーツ伊勢志摩）
　　　※人数は若者の人数。

　上記のとおり、比較的大規模な地域イベントが２つ以上開催されており、目標値を達成し、一定の成果はあった。今後も
継続して事業を実施し、若者の出会いと地域の魅力の再発見へつなげていく。

実績内容

－おしごとできるもんジョブタウン－

－いそべ夏まつり－ －浜島の夜店－

－TOKOWAKA Biker’s MTG－

－志摩市三十路式－
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※含起債

0 3,000

R１

R1 2,200 0

2,200

ＫＰＩ算出根拠

1件/年×5年（平成27年度～元年度）＝5件

〔平成28年度〕　2件
〔平成29年度〕　2件
〔平成30年度〕　3件
〔令和元年度〕　1件

延べ８件延べ７件

0

2,000

H30 3,000 0 3,000 0 3,000

2,200 0 2,200 0 2,200

0

H29 1,000 3,600 0 1,000 3,400 0

2,000 2,000 0H28 2,0004,000

4,600

4,000

4,400

2,000

予算・決算 単位：千円

予算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他
年度

財源内訳
決算額

政策分野 ひとの確保

目的

志摩市内の空き家のリノベーションを推進し空き家の活用を図るとともに、リフォームにも助成し移住者を増やす。

施策No. ２－６ 事業名 家主と移住者のためのﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ による空き家活用等事業

担当課 都市計画課

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

5件/年×3年（平成29年度～元年度）＝15件

〔平成28年度〕　要綱整備のため実績なし
〔平成29年度〕　2件
〔平成30年度〕　5件
〔令和元年度〕　1件

0

Ｈ２９ 2,400
ＫＰＩ

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ Ｈ３０

延べ５件以上 延べ２件 延べ４件

H29実績値 H30実績値 R1実績値ＫＰＩ（重要業績評価指標）

0

H29実績値 H30実績値 R1実績値目標値 H28実績値

H30実績値 R1実績値

・リフォーム助成を利用して移住
した件数

０件 延べ15件以上 - 延べ２件 延べ７件 延べ８件

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

・リノベーション助成を利用して移
住した件数

現状値（H27）

０件

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値 H30実績値 R1実績値

現状値（H27） 目標値 H28実績値
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（具体的に説明すること、また、事業の様子が確認できる写真を必ず貼付してください。）

　
L

２．リフォーム　　志摩市移住促進住宅リフォーム支援事業
市内に存する住宅で、居住の用に供する建物をリフォームする者に対し、リフォームに要する費用について助成
リフォームに要する費用（消費税を除く）の10分の５に相当する額とし、20万円を限度とする。

〇京都府からの移住者

　市内に存する空き家住宅・空き建築物を、住宅として使用するために必要となる改修費用について補助し、市内に存す
る住宅で、居住の用に供する建物をリフォームする者に対し、リフォームに要する費用について助成することにより、移住
促進を図ることができた。

トイレ改修工事
助成金　　200,000円

【実施状況】
   １．リノベーション　　志摩市移住促進空き家改修支援事業
   市内に存する空き家住宅・空き建築物を、住宅として使用するために必要となる改修費用について補助
   改修工事に要する費用（消費税を含む）の３分の２に相当する額とし、200万円を限度とする。

   〇津市からの移住者
浴室改修、トイレ改修、洗面・脱衣所改修、玄関ホール・1階ＬＤＫフローリング張替、キッチン改修、空調機取替、
和室畳改修、下水道接続工事、電気工事（電気温水器取り付け）、水道設備、建具工事等
補助金　　2,000,000円

実績内容
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※含起債

H30実績値 R1実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

0

H29実績値 H30実績値 R1実績値目標値 H28実績値

H30実績値 R1実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

・制度を利用して移住した件数

現状値（H27）

－

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

0

Ｈ２９ 1,250
ＫＰＩ

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ Ｈ３０

延べ５件以上 － 延べ13件

H29実績値 H30実績値 R1実績値

政策分野 ひとの確保

目的

若者または中学校卒業前の子どもをもつ世帯の移住を促進し、若者世代を中心に社会減を抑制する。

施策No. ２－７ 事業名 若者世代の移住促進事業

担当課 総合政策課

予算・決算 単位：千円

予算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他
年度

財源内訳
決算額

0

H29 0 2,682 0 0 1,281 0

0 0 0H28 00

2,682

0

1,281

0

0 2,518

R１

R1 4,864 0

2,070

ＫＰＩ算出根拠

志摩市若者・子育て世帯移住促進家賃支援事業補助金交付要綱の制度を利用して、実際に志摩市に移住し
た件数
〔平成28年度〕　要綱整備のため実績なし
〔平成29年度〕　13件
〔平成30年度〕　13件
〔令和元年度〕　 8件

延べ34件延べ26件

0

2,000

H30 4,900 0 4,900 0 2,518

4,864 0 2,078 0 2,078
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（具体的に説明すること、また、事業の様子が確認できる写真を必ず貼付してください。）

【制度概要】
若者や子育て世帯の移住者に対し、市が定める一定の条件を満たした場合、家賃を補助
・補助金：家賃の２分の１（上限２万円/月）
・期　間：移住から１年間（一次産業に就業した場合は３年間）

【交付内容】
・９月新規申請分    ７件
・３月新規申請分　　１件
　　　　合　　計　　　　８件（内２件が一次産業就業者）

令和元年度補助金交付　17世帯31人

令和元年度新規移住人数：　８世帯15人
　　　鵜方地区：４世帯７人
　　　神明地区：１世帯２人
　　　甲賀地区：１世帯４人
　　　波切地区：１世帯１人
　　　和具地区：１世帯１人

　今後も移住希望者へPRしていくとともに、移住後に家賃の支援を行いながら、定住へのサポートを行っていく。
　

実績内容
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※含起債

ＫＰＩ算出根拠

-

ＫＰＩ算出根拠

新たな担い手を育成することにより、生産量が増加した農産物の数を把握

〔令和元年度〕
　実績なし

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値 H30実績値 R1実績値

・生産量が増加した農産物の数 - ３種類以上 - - -

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値 H30実績値 R1実績値

・新たに農業に従事した者の数 - ６人以上 - １人 １人

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値 H30実績値 R1実績値

１人

ＫＰＩ算出根拠

地域おこし協力隊の制度を活用して、新たに農業に従事した人数を把握

〔令和元年度〕
　地域おこし協力隊員（１者）

・生産指導を行う既存の農業者（個
人又は団体の数）

- ３者以上 - ２者 ２者 ２者

ＫＰＩ算出根拠

農業の担い手を作っていくために、生産指導や人材育成を行う農業者数を把握

〔令和元年度〕
　きんこ農家（２者）

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

0

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ 0 Ｈ３０ 1,800

Ｈ２９ 0 R１ 4,600

H30実績値 R1実績値

R1 5,014 0 5,014 0 4,769 0 4,769

ＫＰＩ

H30 2,809 0 2,809 0 2,325 0 2,325 0

H29 1,411 0 1,411 0 870 0 870 0

H28 0 0 0 0 0 0 0 0

目的

志摩市内で新たに農業に従事する人を増やすとともに、農業を伝える人材を育成することで、農産物の生産量を増やし、
持続可能な農業の確立を図ることを目的とする。

予算・決算 単位：千円

年度 予算額
財源内訳

決算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他

担当課 農林課政策分野 ひとの確保

施策No. ２－８ 事業名 農業の担い手受け入れ推進事業
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実績内容

【実施状況】
　関係する農協等と連携し、神明・国府地区において地域おこし協力隊制度を利用した農業従事希望者の
　活動支援を行った。
　活動内容として、
　　・神明・国府地区において、志摩市特産品のいちご「レッドパール」と「きんこ」の原料となる隼人芋の
　　　栽培研修を受け、３年以内にそれらの特産品を主とした生産で就農を目指すこと
　　・自治会活動等地域活動等に積極的に参加し、地域の活性化に資すること
　　・農業の魅力や地域資源の情報発信を行うこと
  を実施していただいた。
  令和元年度は、いちごの栽培に携わる隊員１人、隼人芋栽培・きんこ加工に携わる隊員１人の計２人が
  活動を行った。活動１年目という事で、栽培等に関する基本的な事項について学んだ。
  ２人とも意欲的に活動を行っており、次年度以降も積極的に取り組んでもらうことで、新たな農業の担い手
　として活躍を期待したい。
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※含起債

17.9％ 32.4％ 37.7％ 37.7%

H30実績値 R1実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

0

H29実績値 H30実績値 R1実績値目標値 H28実績値

H30実績値 R1実績値

・HPへの市民による年間投稿件
数

－
年間300件以

上
32件 11件 22件 1件

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

・HPの年間アクセス数

現状値（H27）

300,000件

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

ＫＰＩ算出根拠

アンケート調査結果による志摩市のホームページを見やすいと答えた人の割合
〔平成28年度〕　106人／591人×100（％）≒17.9％
〔平成29年度〕　45人／139人×100（％）≒32.4％
〔平成30年度〕　49人／130人×100（％）≒37.7％
〔令和元年度〕　55人／146人×100（％）≒37.7％

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

志摩市のホームページに市民から投稿された件数

〔平成28年度〕　32件／年
〔平成29年度〕　11件／年
〔平成30年度〕　22件／年
〔令和元年度〕　　1件／年

0

Ｈ２９ 0
ＫＰＩ

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ Ｈ３０

年間
430,000件以上

425,256件 438,123件

H29実績値 H30実績値 R1実績値

・HPが見やすいと答えた人の割
合

－ 毎年80％以上

政策分野 まちの発見

目的

志摩市のホームページ運営において、市民や志摩市と交流のある市外の人の協力を得て、志摩市の魅力を発信すると
ともに掲載内容の面白さを追求し、志摩市に興味を持ってくれる人を増やす。

施策No. ３－１ 事業名 志摩市ホームページの魅力向上 事業

担当課 秘書課

予算・決算 単位：千円

予算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他
年度

財源内訳
決算額

0

H29 0 1,932 0 0 1,931 0

0 1,932 0H28 01,932

1,932

1,931

1,931

1,931

0 1,931

R１

R1 2,885 0

0

ＫＰＩ算出根拠

志摩市ホームページへの年間アクセス数
〔平成28年度〕　425,256件／年
〔平成29年度〕　438,123件／年
〔平成30年度〕　465,422件／年
〔令和元年度〕　552,235件／年

552,235件465,422件

0

0

H30 1,932 0 1,932 0 1,931

2,885 0 2,838 0 2,838
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（具体的に説明すること、また、事業の様子が確認できる写真を必ず貼付してください。）

多くの人に志摩市の情報を発信するため、ホームページを活用し更新回数は昨年度を上回った。
（平成28年度→1,354回、平成29年度→1,562回、平成30年度→1,578回、令和元年度→2,266回）
写真の投稿数についてはこれからも周知が必要であるが、志摩市公式Instagramはフォロワー数は伸びている。
（広報しまに募集記事を掲載した回数　平成28年度→２回　平成29年度→１回　平成30年度→2回　令和元年→1回）
Ｊアラートが発報されると自動的に市ホームページと暮らしの情報アプリに表示されるシステムを構築することで、必要な
情報を迅速に発信した。また災害対策本部設置時には市ホームページのトップページを災害用緊急ページで表示するこ
とで緊急情報や必要な情報をわかりやすく発信した。
新型コロナウイルス感染症に関する各課の情報を1つにまとめ、トップページにリンク付き画像を貼付し見つけやすく、閲
覧しやすくした。
ＣＩＲとＡＬＴによる外国語でのコラムのページとフェイスブックへのリンク付き画像をトップページに貼付し閲覧しやすくし
た。
ホームページのアクセス数は順調に伸びており、情報発信の手段として重要な役割を果たしているため、今後も上記のよ
うな取り組みを継続し、見やすさの向上を図る。

実績内容
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※含起債

構築されてい
ない

構築されてい
ない

構築されてい
る

構築されてい
ない

H30実績値 R1実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

0

H29実績値 H30実績値 R1実績値目標値 H28実績値

H30実績値 R1実績値

・番組や広報紙等を見た市民の
割合

－ 毎年50％以上
番組：32.0％
広報：53.8％

番組：41.1％
広報：81.4％

番組：43.5％
広報：79.3％

番組：41.8％
広報：83.8％

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

・番組や広報紙等で紹介した人
や団体の数

現状値（H27）

－

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

ＫＰＩ算出根拠

紹介した人とのネットワークの構築
〔平成30年度〕　構築されている
　　平成31年１月23日に交流会を実施した。
〔令和元年度〕　構築されていない

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

市民アンケート調査結果による紹介番組を見た市民の割合
〔平成28年度〕　189人／591人×100（％）≒32.0％　〔平成29年度〕　106人／258人×100（％）≒41.1％
〔平成30年度〕　103人／237人×100（％）≒43.5％　〔令和元年度〕　102人／244人×100（％）≒41.8％

市民アンケート調査結果による広報しまの特設コーナーを読んだことのある市民の割合
〔平成28年度〕　318人／591人×100（％）≒53.8％　〔平成29年度〕　197人／242人×100（％）≒81.4％
〔平成30年度〕　176人／222人×100（％）≒79.3％　〔令和元年度〕　218人／260人×100（％）≒83.8％

0

Ｈ２９ 0
ＫＰＩ

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ Ｈ３０

延べ50以上
番組：延べ11件
広報：延べ10人

番組：延べ17件
広報：延べ21人

H29実績値 H30実績値 R1実績値

・番組や広報紙等で紹介した人
とのネットワーク

構築されてい
ない

構築されてい
る

政策分野 まちの発見

目的

志摩市内外のあらゆる分野で活躍している人やその分野に精通している人を、広く市民に紹介するとともに、活躍する人
同士のつながりを豊かにする。

施策No. ３－２ 事業名 きらり志摩びと紹介事業

担当課 総合政策課/秘書課（旧 市長公室）

予算・決算 単位：千円

予算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他
年度

財源内訳
決算額

0

H29 0 12,000 0 0 11,920 0

0 11,293 0H28 011,293

12,000

11,122

11,920

11,122

0 13,892

R１

R1 14,887 0

0

ＫＰＩ算出根拠

きらり志摩びと紹介番組で紹介した市民や団体の数
〔平成28年度〕　11件　〔平成29年度〕　６件　〔平成30年度〕　４件   〔令和元年度〕  ６件

志摩びと結ぶ志摩市広報事業で紹介した市民や団体の数
〔平成28年度〕　10人　〔平成29年度〕　11人　〔平成30年度〕　６件　　〔令和元年度〕７件

番組：延べ27件
広報：延べ34人

番組：延べ21件
広報：延べ27人

0

0

H30 14,761 0 14,761 0 13,892

14,887 0 14,744 0 14,744
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【実施状況】
　　下記のとおり取材し、広報しまに掲載及びケーブルテレビでの放送を行った。
　・ケーブルテレビ
　　４月後半　 №22　濱口将吾　　　　　　　　　　　　　　　　８月後半　№23　安乗人形芝居保存会と郷土芸能クラブ
　　10月後半　№24　志摩広域消防組合　山川修平　　11月後半　 №25　越賀青年団
　　１２月後半　No.26　あのり有志会　　　　　　　　　　　　２月前半　No.27　志摩市成人式
　　※平成28年度は№１～11、29年度は№12～17まで、30年度はNo,18～21まで実施した。
　・広報
　　５月号　 No. 29　秀森　美久　　７月号 　No. 30　坂中　信介
　　９月号 　No. 31　岡野　和代　　11月号　No. 32　大西　秀子
　　１月号 　No. 33  藤田　幸男　　３月号 　No. 34　鈴木　一洋
　　４月号　 No．35 山本　貢士
　※平成28年度は№１～10、29年度は№11～22まで、30年度はNo.23～28まで実施した。（うち１回（№12）は登場者によ
る会談）
　ケーブルテレビ、広報ともに継続して紹介を行っており、アンケートにおける番組を見た、広報を読んだ人及びYouTube
の再生回数も伸びていることから、番組、コーナーの認知も広がり、成果はあったと思われる。

実績内容

No. 29

秀森 美久

No. 30

坂中 信介
No.31

岡野 和代
No.32

大西 秀子
No.33

藤田 幸男
No.34

鈴木 一洋

No.22

濱口将吾
No.23

安乗人形芝居保存会と

郷土芸能クラブ

No.24
志摩広域消防組合

山川修平

No.25

越賀青年団

No.35

山本 貢士

No.26

あのり有志会
No.27

志摩市成人式
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※含起債

0 40

R１

R1 420 0

0

ＫＰＩ算出根拠

年度内に開催したプラットフォーム創出事業に参加された人数

〔平成28年度〕　第１回 42人、第２回 50人、第３回 10人　　計102人
〔平成29年度〕　水産高校 75人、志摩高校 108人　　計183人　延べ285人
〔平成30年度〕　第１回 55人、第２回 34人　　計89人　延べ374人
〔令和元年度〕　ドローンシンポジウム　135人　延べ509人

延べ509人延べ374人

0

0

H30 840 0 840 0 40

420 0 169 0 169

0

H29 0 0 0 0 0 0

0 0 0H28 00

0

0

0

0

予算・決算 単位：千円

予算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他
年度

財源内訳
決算額

政策分野 まちの発見

目的

様々な知識、経験、技術及びアイデアを有する市内の人や団体が連携できる場（プラットフォーム）を創出することで、地
域の再発見と地域の資源を生かす市民の協働を促す。

施策No. ３－３ 事業名 地域の資源を活用するための ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ創出事業

担当課 総合政策課

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

年度内に開催したプラットフォーム創出事業に参加された人たちのなかで、連携・協働の体制がとられた件数

〔令和元年度〕
　実績なし
　実績には至らなかったが、連携・協働が生み出されるよう、広報しまや市ホームページでの周知のほか、商工会、観光協会等
を通じて各事業者への参加の周知をお願いした。

0

Ｈ２９ 0
ＫＰＩ

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ Ｈ３０

延べ100人以上 延べ102人 延べ285人

H29実績値 H30実績値 R1実績値

0

H29実績値 H30実績値 R1実績値目標値 H28実績値

H30実績値 R1実績値

・プラットフォームを通じて生み出
された協働の数

－ 延べ10件以上 － － － -

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

・プラットフォームに参加している
人の数

現状値（H27）

－

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値 H30実績値 R1実績値
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（具体的に説明すること、また、事業の様子が確認できる写真を必ず貼付してください。）

【実施状況】
ドローン・シンポジウム「未来社会は、ここ、志摩から始まる」　～ドローン前提社会の実現とエアモビリティ社会の到来～

　　開催日時：平成31年４月２５日（木）　9：30～12：15
　　開催場所：阿児アリーナ　ベイホール
　　主催者：志摩市　　　後援：三重県　　　特別協力：Drone Fund
　　参加者：135人（関係者・マスコミ含む）

Drone Fund共同代表者の大前創希氏による「ドローン前提社会」に関する講演、また高橋伸太郎氏による「エアモビリティ
社会」に関する講演をいただいた。その後、講演の内容も踏まえ、関係者によるパネルディスカッションを行い、女子旅・イ
ンバウンドなどの「ドローン観光」や防災や離島振興等といった「地域課題の解決」など様々な観点で、地域におけるド
ローン・エアモビリティの活用の可能性について議論を行った。最後に、最新のドローンの実演操作も行い、現在のドロー
ン技術の状況について参加者に体感してもらった。

【事業の様子】

実績内容
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※含起債

担当課 農林課政策分野 まちの発見

施策No. ３－４ 事業名 農産物の生産実態把握事業

目的

市内で生産される農産物について、産品別の生産量と生産額を把握するとともに、販売場所、流通経路等も把握する。

予算・決算 単位：千円

年度 予算額
財源内訳

決算額
財源内訳

国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他

H28 1,794 0 1,794 0 0 0 0 0

0

H29 0 0 0 0 0 0 0 0

0

ＫＰＩ

H30 0 0 0 0 0 0 0

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値

0

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ 0 Ｈ３０ 0

Ｈ２９ 0 R１ 0

H30実績値 R1実績値

R1 0 0 0 0 0 0

・調査に協力してくれた人の割合 -
調査実施時に
７０％以上

１８．１％ - - １６．０％

ＫＰＩ算出根拠

農産物の生産実態把握調査に関するアンケートに協力してくれた人の割合

〔令和元年度〕
　朝市クラブ（志摩町）におけるアンケート協力者の割合
　　16％　※12人（協力者）／75人（朝市クラブ会員数）×100（％）

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値 H30実績値 R1実績値

-

ＫＰＩ算出根拠

農産物の生産量及び生産額、並びにそれらの物流を把握

〔令和元年度〕
　アンケートを実施したが、十分把握できなかった。

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値 H30実績値 R1実績値

・生産量及び生産額、並びにそれら
の物流の把握

把握できて
いない

把握できてい
る

部分的に
把握している

- -

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値 H30実績値 R1実績値

ＫＰＩ算出根拠
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実績内容

　市内全域の調査ではないが、朝市クラブが志摩特産物販売施設で週末に「まるやま朝市」を実施しており、そこに
　出品している農業者に対し、作付面積や生産量、出荷量、出荷先に関するアンケートを実施した。

　回答数が少なく十分な結果は得られなかったが、回収したアンケート結果からは、主な農産物としてかんしょ、
　トマト、とうもろこし、青ねぎ、玉ねぎ、にんにくなど様々な品目が作付されており、作付面積はそれぞれの
　品目について、平均２００～４００㎡程度の状況になっていた。
　生産量及び出荷量については、圃場の大きさから品目ごとに一人当たり数十ｋｇとなっており、少量多品目に
　よる農業形態が改めて確認できた。
　出荷先については、「まるやま朝市」や「鳥羽マルシェ」が主なものとなっていた。
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※含起債

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ算出根拠

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値 H30実績値 R1実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値 H30実績値 R1実績値

・生産者交流会の実施回数 － 年６回以上 年５回 年６回

ＫＰＩ算出根拠

生産者交流会の実施回数

〔R１年度〕
　年6回（鵜方小、東海小、神明小、志摩小、大王小、磯部小）
29度実績として年４回開催、30年度より、年１回ずつ増加し、30年度は５回、31年度は６回、R2年度は７回とし、市内全小学校で
実施することを目標値としている。

ＫＰＩ算出根拠

学校給食における地場産物の活用状況

〔R１年度〕
　地場産物活用状況調査結果の実績値

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値 H30実績値 R1実績値

ＫＰＩ

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 現状値（H27） 目標値 H28実績値 H29実績値 H30実績値 R1実績値

・学校給食における地場産物の
活用状況

－
志摩市産５％以上
三重県産35％以上

志摩市産3.9％
三重県産36％

志摩市産7.0％
三重県産30％

一般財源のうち、
ふるさと応援基金

充当額

Ｈ２８ － Ｈ３０ 1,600

Ｈ２９ － R１ 1,500

R1 1,656 0 1,656 0 1,607 0 1,607 0

H30 2,013 0 2,013 0 1,699 0 1,699 0

H29 － － － － － － － －

予算・決算 単位：千円

年度 予算額 決算額

H28 － － － － － － － －

政策分野 まちの発見

施策No. ３－５ 事業名 志摩市の食材を活かした食育推進事業

目的

子どもたちが地元食材を使った給食を食べる機会を増やすとともに、志摩の「食」や生産者等との交流を通じて、子どもた
ちに地域の魅力に気づいてもらう。

財源内訳 財源内訳
国県補助金 一般財源※ その他 国県補助金 一般財源※ その他

担当課
教育総務課

（学校給食センター）
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志摩産給食等生産者交流会の様子
生産者交流会は計画通り6回開催できた。児童が地元の食材に関心を持ち、志摩の魅力に気付いてもらえた。

◎12月18日実施分　磯部小５年生
　志摩の食材　　サバ
　（サバの香味ソースがけ、豚汁、磯部みかん）

実績内容

◎６月18日実施分 神明小４年生志摩の食材 めひび（めひび汁）

◎10月16日実施分 志摩小５年生

志摩の食材 志摩のお米（白米・麦無し）
◎７月５日実施分 東海小４年生

志摩の食材 オクラ（七夕汁）

◎11月22日実施分 浜島小３年生

志摩の食材 かつお節

（白菜のおかかあえ、すまし汁のダシ）

◎２月５日実施分 鵜方小３年生 志摩の食材 南張メロン
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